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東日本大震災復興支援プロジェクト　
第 15 回活動報告

　

今
年
度
５
回
目
と
な
っ
た
第
15
回
活
動
を
８
月
４
日
（
土
）、

職
員
11
人
と
西
郷
地
区
の
生
産
者
代
表
２
人
の
計
13
人
が
参
加

し
て
、
宮
城
県
東
松
島
市
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
い
つ
も
お
と
ず
れ
て
い
る
東
名
地
区
で
、
早
期

復
興
を
目
指
す
地
元
住
民
と
全
国
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
夏

祭
り
イ
ベ
ン
ト
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

西
郷
砂
丘
畑
振
興
会
の
協
力
を
得
て
、
ネ
ッ
ト
メ
ロ
ン
の
無
料

配
布
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

西
郷
砂
丘
畑
振
興
会
で
は
、
被
災
地
の
復
興
に
役
立
て
よ
う

と
支
援
金
を
集
め
る
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
下
さ
っ
て
お

り
、
今
回
の
メ
ロ
ン
配
布
は
そ
の
一
環
で
す
。

　

準
備
し
た
の
は
ア
ン
デ
ス
メ
ロ
ン
と
鶴
姫
レ
ッ
ド
メ
ロ
ン
の

セ
ッ
ト
３
０
０
世
帯
分
。
会
場
に
は
メ
ロ
ン
を
手
に
笑
顔
を
見

せ
る
人
達
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
以
前
か
ら
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
交
流
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

被災地を元気づけようと西郷砂丘畑振興会よりメロンを提供いただきました。阿部会長（左）、菅原ネットメロン専門部長（右）自ら参加。

生
産
者
自
ら
が
メ
ロ
ン
で
元
気
を
提
供
。

復
興
イ
ベ
ン
ト
に
一
役
！

法
人
「
の
ん
び
〜
り
、
す
み

ち
ゃ
ん
の
家
」
に
も
阿
部
健

一
畑
振
会
長
、
菅
原
和
憲
ネ
ッ

ト
メ
ロ
ン
専
門
部
長
ら
が
訪

れ
、
老
人
介
護
施
設
の
利
用

者
ら
に
メ
ロ
ン
30
ケ
ー
ス
を

贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
者
自
ら
が
現
地
を
訪

れ
て
農
産
物
を
提
供
す
る
の

は
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
初
の
試

み
。
大
変
貴
重
な
活
動
を
成

功
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
協
力
下
さ
っ
た
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
開
始
に
あ
わ
せ
て
多
く
の
市
民
が
行

列
を
作
り
ま
し
た
。
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デイサービスやグループホームを営むＮＰＯ法人代表の伊
藤さんご夫婦（中央）にもメロン 30 ケースを贈呈。

訪問先でミニトマトの家庭菜園を見つけた阿部会長らは生
産者魂に火がつき、手直し作業に取り組んでいました。

普段メロンの販売に関わらない職員も会場設営やディスプ
レイを工夫するなどして産地ＰＲにも努めました。

次回は生産者の善意で提供いただいたお米を同地区で配布し
ながら傾聴活動に取り組みます。皆様ぜひ参加検討下さい。

【参加者】

阿部 健一（西郷砂丘畑振興会 会長）

菅原 和憲（ネットメロン専門部 部長）

鈴木 大亮（総合戦略室）

伊藤 千花子（企画総務課）

佐藤 浩市（経理システム課）

金内 恭子（本店営業課）

福原 英喜（農業支援室）

百瀬 琢寛（農業支援室）

小松 浩（南支所）

齋藤 忠勝（西郷支所 畑振事務局）

阿部 奈緒（西郷支所）

齋藤 菜穂子（西郷支所）

木村 優友（ＪＡＧ西郷店）


